
 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標                  学年教育目標 

○自らをみがき 学び合う子          ・互いを認め合い、高め合う子 

○思いやりがあり 助け合う子         ・友だちと協力してよりよい生活ができる子 

○心と体をきたえ やりぬく子         ・めあてをもち、自分の力で取り組む子 

 

①責任ある行動がとれる６年生 

○最高学年として様々な場面で中心となって活躍します。 

→先を見通した行動、計画的な行動ができる。下級生の手本として行動する。 

 

②主体的に生活ができる６年生 

○今何をすべきか、何ができるかを自分で考え、自らすすんで行動する。 

→自分が苦手なことや嫌なこと、面倒だと思うことに対しても前向きな気持ちで取り組む態度を育てま

す。中学校生活を意識し、自ら課題を見いだして目標を立て、自分たちで考えて行動できる６年生にな

るように声を掛けていきたいと考えています。 

 

③自分や周りの人を大切にし、協力できる 6年生 

○一人一人のよさや課題、得意なことや苦手なことに目を向け、認め合う。 

→一人一人の好きなもの、嫌いなもの、得意なもの、苦手なもの、その他の様々な個性がより分化してい

きます。自分と異なる考えや価値観も認め合い、お互いに助け合って生活できるように声掛けしていき

ます。相手の気持ちを考えて行動し、正しい判断・行動のできる子、信頼し合える学級・学年集団の雰

囲気を作ります。 

 

子供たちは、最高学年として頑張ろうとしています。児童たちの頑張りやよさを 

ご家庭でもたくさん見付け、毎日ほめてあげてください。 
 

 

学年の方針  

①  学習の基礎、基本をしっかり定着。自分の考えをもち、表現する活動を増やす。【学力向上】 

②  一人一人が充実した生活が送れる場をつくる。【活躍の場をつくります】 

③  認め合い、伸ばし合える学級をつくる。【協調性・思いやり】 

④  学級の枠にとらわれず、複数の目で子供たちを指導していく。【心のケア】 

⑤  ６年生として、よりよい学校になるようすすんで仕事を行う態度を養う。【自発的な提案大歓迎！】 
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６年生の特徴と生活 

① 心の成長 

思春期に入り、大人へと近付くために精神的にも大きく成長する時期です。世の中のルールや慣習に疑

問をもったり、他人と自分を比べて理想と現実のギャップに悩んだり、「自分とは何か？」という問いに

葛藤したりと非常に不安定な時期でもあり、第二次反抗期とも呼ばれます。個人差はありますが、１２歳

から１６歳ごろまでに起きる心の変化だと言われています。 

 

 

高学年になると、周りの大人に反発することも出てきますが、それは成長のしるしと受け止め対応する

ことが大切です。反抗的な態度は不安や葛藤の表れです。子供が自立し、対等な個人として親子が互いに

尊重し合う関係になるために必要な、大切な時期です。「手を離して目を離さず」という言葉があります。

徐々に手を離し、見守ることで自立を促すことが大切です。しかし、ひくべき線は必ずひいてください。

特に飲酒・喫煙・染髪・ピアス・夜間の外出・児童だけでの外出・不適切な言葉遣い・スマートフォ

ン依存などは「反抗期だし、少しくらいなら・・・」という気持ちで大人が認めると、それ以降歯止

めがきかなくなり、どの例をとっても児童にとって一切良い結果にはなりません。 

 

② 友だちとの人間関係 

「みんなちがって、みんないい」一人一人のよさを認め合うことが大切です。人間関係も複雑化し、友達

関係に悩むことも増えます。１年後の卒業式のときに、「充実した１年間だった！」と子供たちが言えるよ

うになるには、ご家庭の皆様にも協力も必要です。元気のない様子があったら、すぐにお知らせください。

また、人を傷付けるような言動には厳しく指導していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習について（全ての科目・授業で、課題解決型学習を取り入れます） 

○国語・・・分析的に読み、理論的に自分の考えを文章にまとめる。 

プレゼンテーションや討論会で自分の主張ができる。 

相手の主張を汲み取った上で建設的な話し合いができる。 

○算数・・・分数の計算、場合の数、円の面積、比例と反比例、文字式など。 

○社会・・・１学期は公民を学習し、２学期からは歴史の分野について学習します。 

○理科・・・光合成について、体のつくりと働き、地層、電磁石、月と太陽など。 

○外国語・・年間７０回（基本的に週２回）。専科教員がもちます。 

       英語に興味や関心をもち、すすんでコミュニケーションをとろうとする態度を養います。 

 

いろいろなこ
とに疑問 

理想と現実 

アイデンティ
ティの拡散 

イライラ 

理屈っぽい 

大人へ反発 

異性に興味 

ストレス 

人間関係の
複雑化 

①温かく見守る。励ます。 

②一個人として接する。 

③超えてほしくないラインを決める。 

【どう接する？】 

第一次反抗期 

（イヤイヤ期） 

１～２歳頃 

第二次反抗期 

（思春期） 

１２歳～１６歳頃 

★裏面へ続く 



 ＊教科担任制（１・２組ともに担当いたします）＊ 

  「体育」・・・（HP省略）   「社会」・・・（HP省略） 

  学年全体での児童理解、専門的指導の強化を目的としています。 

    

持ち物について 

・どの持ち物にも必ず記名をしてください。 

・授業中や学習（宿題、家庭学習も含む）には鉛筆を使います。 

・学習に必要のないものは、持たせないでください。 

・筆箱の中身を確認し、授業に必要なものを厳選してください。  

(シャープペンシル・マーカー、箱形ではないペンケース等は禁止です。) 

 

宿題について 

 ○原則、毎日出します。内容に関しては児童用タブレットのクラスルームなどを確認させてください。 

 ○漢字ドリルや計算ドリルなど、反復練習が必要なものについて、最低限の量を出します。 

 ○必要に応じて学習内容の復習をさせてください。 

 ○「自主学習ノート」を配布します。学習内容についてノートにまとめ直すことで知識が定着しま

す。また、授業中、教科書やドリルの問題はノートに取り組ませます。繰り返し練習をさせてく

ださい。自主学習ノートは、担任の指示により週１回程度担任へ提出することになります。 

 ○量より質が大切です。「○分間やる」「○問やる」「○ページやる」など、明確な目標を決め、自分に合

った方法で成果を実感できる学習方法についてお子さんと考えてみてください。 

 ○「問題を解いて、終わり」と思ってしまう子供が多くいます。実は力が身に付くのは、解いた問

題を採点し、間違いを直したり正しいことを確認したりする時間です。宿題や自主学習において

も丸付けをして直すところまで取り組ませてください。 

 

学校行事について（年間行事予定参照） 

※最新の情報は、「学校だより」「練馬区学校連絡メール」「ホームページ」等をご確認ください。 

集金について（別紙「学校納入金のお知らせ」参照） 

卒業式について 

※卒業式は６年間の集大成ともいうべき大切な節目の儀式です。全ての教育活動がそれに向

かって進んでいきます。約１年後のお話となりますが、ぜひ共通理解をお願いします。 

・子供たちにとっては生まれて初めての卒業式です。以降、中学校、高校、専門学校、大学・・・な

ど数多くの卒業式に出席するための基礎をここで学びます。 

・「式典」というものに出席する際の、態度や身だしなみ、振る舞いについての学習の場であり、小

学校生活の最後の思い出作りの場でもあります。 

・そういった面から「健康面で心配がなく、常識的な身だしなみ」で出席させるようご協力ください。 



・過度に華美な服装、髪型は、先に書きました教育内容から外れると同時に、来賓として出席される

中学校関係者の目に止まります。卒業する子供が頑張ってきたことや努力してきたことを、見た目

一つで万一誤解されるようなことを望む保護者の方はいらっしゃらないと思います。 

・「○○は良いでしょうか」「○○は禁止ということでしょうか」というお問い合わせをいただくこ

ともありますが、学校としましては「健康面で心配がなく、常識的な身だしなみ」であれば各ご家

庭で判断をしていただければと思います。以下は、問い合わせの例です。(本校に限りません) 

 ●袴を着て出席してもよいか 

●きつくしめつけずに袴を着用すれば健康面での心配はなくなるので許可してほしい 

 ●喜びを表現するために刈り上げて文字を入れるというのはだめなのか 

 ●入れる文字が何文字以下だったら良いのか、文字ではなく線ならよいのか 

 ●染めてはいけないのか など 

 本校は、学校として「これはよい」「これはいけない」という規則は定めておりません。また、上

記のような問い合わせに一つ一つ答えるものではないと考えています。「健康面で心配がなく、常識

的な身だしなみ」を各ご家庭で判断していただければと思います。 

その他のお願い 

① 遅刻・欠席の連絡は朝８時３０分までにお願いします。 

昨日発行した学年便りに「ご近所の友達などに連絡帳を預けていただいても構いません」と書きましたが、

訂正いたします。今年度の方針は５月８日からのコロナ５類扱いを待って改めてお知らせいたします。そ

れまでは昨年度同様「電話連絡」での遅刻・欠席連絡のみでお願いいたします。 

 

②体育見学の連絡は必ず連絡帳でお願いします。 

③規則正しい生活リズムを確立するようお願いします。（早寝・早起き・朝ご飯）  

④お子さんの様子で気になることや心配なことがあったら気軽に担任までご相談ください。 

⑤専科の持ち物について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥全国学力調査 

４月１８日（火）に全国学力学習状況調査があります。５年生までの漢字や計算などの復習をしてください。 

※成績には影響しません。結果は個人票にして返却されます。 

 

⑦ 学校連絡メールの登録をお願いいたします。今年度、改めて全員の登録し直しが必要です。 

（詳細は本日配布した手紙をご覧ください） 

◎図画工作 

・絵の具 

・図工バッグ 

（筆記用具、はさみ、のり、色鉛筆、クレヨン） 

・教科書２冊（上巻・下巻） 

・図工用の筆箱 

※その他の持ち物は授業前に指示します 

◎音楽 

・音楽バッグ（以下の持ち物を入れて） 

・教科書 

・歌集 

・リコーダー 

・音楽用の筆箱 

・プリント用A4クリアファイル 

・ポケットティッシュ３つ 

 


